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今年も教育コミュニケーションコースにて、中間発表会が行わ
れました。普段は別のゼミや時間で学んでいるコースの仲間と
互いの成果を共有しました。質疑応答を通して、互いの研究の
進捗をたしかめ合いました。昨年からは、オンラインも導入
し、より多くの方にご参加頂いています。様々な方面から、そ
れぞれの研究を見直すための有意義な時間となりました。

中間発表会
教育コミュニケーションコース
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発�題⽬⼀�
「⼤�受��策の�理��」��理由・⾃⼰��書・⾯��
�に��する��を指�する�間が�理�を�ぶ必�がある
と�じる理由について

⼩���員の�理�的プロセスの��についての研�ー⼩�
�女性�員のライフストーリーを⼿がかりに

�師の��における�体を�した省�に�する��ーメルロ
＝ポンティの�体論を⼿がかりりにー

授業場⾯における�師の代替不可�性に�する��ーメルロ
＝ポンティの『ソルボンヌ�義�』を⼿がかりにして

授業における論理的思�⼒の�成��の研�ー中�国�にお
ける発問の⼯夫に�⽬してー

��なキャリアを持つ⽇���師の「成�」の�味を問い�
すーライフストーリーの����に�⽬してー

����における�共�形成��に�する研�ーハーバーマ
スの�共�論を⼿がかりにしてー

⽇�における�国�留�⽣の異����に�する研�

���と��の��に�しての研�ー��側からみる問題�
決への�体的アプロ―チ


